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ノバ・ヘルクリス登見と
　　　双子座のダ7“ルトライアングル
　　　　京都市　宇野良雄
　花山急1仮によれば，ヘルクレス座新星は昨年拾三月拾滲日双子座流．孟野観
測巾の英國の流．L槻測家によつ）磯見されたとのことである・獲見當時の光
度は不明であるが，同日は双子座流星群出現最盛の日であり，その緻日聞は
日本各地に於いても数名の瑚
測者が室を見て居たことと思
ふが，誰にも獲見されなかっ
たのは淺念な事である．
　ヘルクレス座が双子座と可
成離れてみて，日本では普通
親測を初める頃には地zド線一F
にあり，午前三時頃地李線上
に現はれるため槻望の時圏が
少なかった事，及び共後薄明
まで現はれてるるが槻測方向
と二二の東北の室のため，そ
◎繍鰯幽Yx鹸確軸
　　　磁　　露醒翻緬
ぷ∫溢一『訊ぎ陰艶
L惣整1：．撃圏ﾖ島
曳い6》・蹴あし・多
　　　　　　　，
蕩
の方に注，感が排はオT．なかった等により逢見せられ．なかったのであろう．緯度
の高い英國では周極一虫こ近いものであり，その：獲見に有利であった．
　新」後見は往々流星親没ll者によってなされ．る，流呈槻測者が新妄幾見をな
すのは日頃室を見る機脅が多く，亦星団と比較しつS一定範口の室を祁當長
腎チ間に渉り注硯することにより，相當微光な星までその配置を知るからであ
ろう．しかし観測は普通の揚合輻射黙を中心とするほんの室の一部分であり，
その内に新星が出現するのは徐程の偶然である．新星出現は銀河近くに多い
もの故，流星観測者は時には銀河の方向にii墨趣向けることも必要だ，と何か
で護んだ事：がある．今後観測の際1よ氣を掛けてみたいことである．
19・4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　天界　167
　咋f卜秋と2に双f座流星群の槻測を数H行って，曉の襲ノく中室に掛る双．1：
座を注下してみる内に，三論個の星よi，なる珍妙なる星の岡案，ダブルトラ
イアングルを搬見した，岡がそれである．総艦に光度が弱く，カストノt，ボ
・Lツクスの強光度の一封に「1を引かれ極立って目立たないものであるが，少
し見てみれば浮び出て充分その配列の美に親しめるものである・もしこの各
角を構成する拾球個の星の光度が，もう少し強く揃ってみれば，オリオン，
大犬と列び大塞のダTヤモンドとして断然他を堕することだらう，一度御覧
になる事を希望する．他の零も探せば三毛面白いものが得られるだらうと思
ってみる・（昭和十年’刀）
　　　　　　　　　下保氏考案の”　Colorimeter”
　篇眞にてAは黄道光をのぞく窓，」1はフヰノ1タ1を透して比較Illi　Fをの
ぞく窓，C，1），　Eは夫々赤黄二肖＝三種6枚づしのソヰルタ1の枠，　Hはフヰル
タ1枠を左右に動かすスラィディングケ1ス板，。、Bの影の所に光源があり
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かして色を加減して
黄道光の色と同じに
なる様，部ち．、，B
よりのぞいた1櫃者の
色が同一．・になる様に
するのである．（淺野）
